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光線医療副センター長 瀬尾 智教授 就任！

2024年4月新たな年度となり、光線医療センターに高知大学外科学講座の瀬尾 智教授が副センター長に
就任されました。

ご挨拶
この度光線医療センター副センタ―長を拝命いたしました瀬尾 智(せお さとる)と申します。よろしくお願
いいたします。
私は、1996年に福井医科大学 （現福井大学） 医学部を卒業後、当時黎明期であった肝移植に興味があり
京都大学外科に入局しました。研修医期間終了後、関連病院での消化器外科研鑽を経て、徐々に肝臓癌
手術に魅力を感じるようになっていきました。
学位を取得し2012年に京都大学肝胆膵・移植外科のスタッフになった後は、境界線が見えない肝臓を切
離する手技の精度向上および若手教育には、カーナビゲーションのような切離の開始から終了までを誘導
する医療機器の開発が必要であると考えるようになりました。このような背景のなかで、昭和大学外科の青
木武士先生がICG蛍光法を用いることで肝区域が可視化できることを報告され、私の光線医療とのかかわ
りが始まりました。しかし、当時のデバイスはすべてICG蛍光画像がモニター上に表示されるため、外科医
は術野から視線をそらす必要があり、ICG蛍光法による継続的なナビゲーション、すなわちリアルタイムナビ
ゲーションは不可能でした。そこで我々は医工連携プロジェクトとしてパナソニック株式会社のプロジェクショ
ンマッピング技術を用いて直接臓器にICG蛍光画像を投影する医療機器開発に着手し、AMEDの研究費支
援のもと2020年2月に販売開始に至りました。国内の情勢としても、令和2年度診療報酬改定において
「K939-2 術中血管等描出撮影加算」適応術式に肝切除術も追加され、今後標準的な手技として円熟期を
迎えようとしています。

現在、消化器外科だけでなくすべての診療科の手術は開腹手術から

腹腔鏡およびロボット手術に移行しています。多くの内視鏡手術シス

テムでICG蛍光画像を重畳する機能が搭載されており、ICG蛍光ナビ

ゲーションは今後Gold standardになると確信しています。

当科としては次のステージとしてDouble tracer法を目指して、井上啓

史教授および泌尿器科の先生方が確立された5-ALAに着目し、光線

医療センタースタッフの皆様にご支援いただき基礎研究を開始してお

ります。今後ICGと5-ALAの二刀流を目指していく所存です。

このようなタイミングで副センタ―長の重責を拝命し、大変緊張してお

ります。今後も井上啓史センター長をはじめスタッフの皆様にご指導

いただきながら、光線医療センターの更なる躍進に貢献できればと考

えております。何卒よろしくお願い申し上げます。

光線医療センターでは、あらゆる光感受性物質を中心とするPDD、PDT を基盤とした高度医療の提供を

使命としています。ICGと5-ALAを外科出術で同時に活用し、さらなる新たなナビゲーションの手術の創出が

期待されます。それらの活動を通じて本センターが少しでも貢献できれば幸いです。
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光線医療 関連発表・講演

2024年4月5日 (金)-6日 (土) ２日間、大阪のあべのハル
カスにて、大阪公立大学医学研究科肝胆膵外科学講座の
石沢 武彰教授が主催するThe 3rd Annual Meeting of 
International Society for Fluorescence Guided Surgeryが
開催されました。光線利用に関して以下の2演題の発表が
行われました。

筆頭演者；北川 博之先生

「Blood flow evaluation of reconstructed gastric tube in 
esophageal surgery using near-infrared imaging and 
retrospective time intensity curve analysis」

筆頭演者； 福原 秀雄先生
「5-aminolevulinic acid-based photodynamic diagnosis for 
non-muscle invasive bladder cancer」


